別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　　項：社会福祉費　　目：障害者福祉費
	事業名: リーディングサービス事業費補助金（単補）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

健康福祉部　障害福祉課　社会参加推進係　電話番号：058-272-1111（内2614）

E-mail：c11226@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：500千円（前年度予算額：500千円）
	要求内容


	１　要求の内容


岐阜県図書館と点字図書館（視覚障害者生活情報センターぎふ）との相互協力により、視覚障がい者が希望する図書を県図書館から長期貸し出しを受け、音訳し、リーディングサービステープとして作製したものを希望者に貸し出す。
	２　所要経費


リーディングサービス事業費補助金：500千円（県10/10：定額補助）
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	要求額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	決定額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　視覚障がい者の読書について、単に点字図書又は録音図書の製作貸出業務を行うという従来の考え方を変え、岐阜県図書館の膨大な図書を視覚障がい者が利用できるようにすることによって、視覚障がい者の読書範囲の拡大を図り、文化と教養の増進を目指す。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	音訳図書完成数
	－

（S49）
	85ﾀｲﾄﾙ

(H21）
	149ﾀｲﾄﾙ

(H22）
	202ﾀｲﾄﾙ

(H23）
	同等数
(H25）
	－ ％


	デジタル音訳図書完成数
	－
（S49）
	42ﾀｲﾄﾙ
(H21）
	78ﾀｲﾄﾙ
(H22）
	124ﾀｲﾄﾙ
(H23）
	同等数
(H25）
	 － ％



○指標を設定することができない場合の理由
	　


（平成23年度の取組）

	＜岐阜県図書館＞
  ・視覚障がい者読書係を置き、視覚障がい者からの申し出に直接対応。
・視覚障がい読者からの希望のあった図書をリーディングサービス原本として、視覚障害者生活情報センターぎふに６カ月間貸し出し。
　・図書の読み方調べにレファレンス係が協力。
　・対面読書室を設け、視覚障がい者の希望に応じる。
　・「てんやく広場」の施設利用会員として、データを視覚障がい者に提供。
　＜視覚障害者生活情報センターぎふ＞
・視覚障がい読者の希望図書を岐阜県図書館から６カ月間借り受け、リーディングサービステープ又は点訳図書として製作し、希望者に貸し出し。
・テープ雑誌「心」（月刊　カセットテープ全１巻、CD版約485組）を製作し、日本書籍出版協会発行の近刊図書（墨字）情報の紹介をするとともに、リーディングサービスによって製作された録音図書及び点訳図書の紹介を行い、視覚障がい読者に貸し出し。
・リーディングサービスにより製作されたテープの目録（点字版及び墨字版）を毎月製作し、視覚障がい読者及び関係機関に配布して、利用の増大を図る。
・国立国会図書館を中心とする全国ネットワークに参加し、完成した録音図書及び点訳図書を登録し、他館製作の録音図書・点訳図書の貸し出しをうけ、県内の読者に提供する。


（平成23年度の成果）

	<H23年度　事業実績>
　録音図書完成数　202タイトル　426巻
　デジタル録音図書　124タイトル（ＭＤによる編集も含む）

 相互貸借　借受ＣＤ 4,302タイトル　カセット1,779タイトル

　　　　　 貸出ＣＤ 1,071タイトル　カセット　910タイトル

 目録配布　1,012部


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	当業務は、岐阜県図書館と視覚障害者生活情報センターぎふとが相互協力により、全国に先駆けて実施した事業であり、視覚障がい者の読書範囲の拡大と教養の向上に貢献してきた。



	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○


	23年度は22年度に比べ、録音図書、デジタル録音図書ともに作成数が増加していることから、利用者のニーズがあり、成果は上がっている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○


	全国ネットワークに参加することにより、希望図書の中ですでに他館で作製されたものがある場合には、その所蔵館からの貸し出しを受け希望読者に提供するなど、重複作製を避けることで効率化を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
視覚障がい者の教養の増進を図るため、リーディングサービス事業の活動の継続が求められている。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

事業継続のためには県の補助が不可欠であるが、視覚障がい者のニーズや評価を踏まえ、引き続き県補助を行うことが必要である。









































